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達の観測 したNernst係数 の急激な増大 を与える ことがわか った｡conserving
approximationによる解析の結果､カレントに対するバーテックス補正として ｢超
伝導揺 らぎ｣と ｢磁性揺らぎ｣が協力的
に働く時にJkに特徴的な振る舞いが起き､
その結果Nernst係数のみが著 しく増大
することがわかった｡
今回の研究により､Nernst係数の急激 葦
⊂=
な増大は擬ギャップ領域において超伝導
揺 らぎが急激に増大するという描像に基
づき､フェルミ液体として自然に理解で
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きることがわかった｡また､ホール係数 ~49
や磁気抵抗､熱起電力など様々な輸送係
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数との統一的理解が可能である｡ バーテックス補正をとり入れて計算した
V,StanOH E So呼/aB.T-0.1は約350K｡
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